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【 請 求 項 １ 】
絶 縁 性 を 有 す る 基 板 上 に 、 結 晶 性 を 有 す る ケ イ 素 膜 が 活 性 領 域 と し て 形 成 さ れ た 半 導 体 装
置 で あ っ て 、
該 活 性 領 域 は 、 能 動 領 域 と 高 濃 度 不 純 物 領 域 と を 有 し 、
該 活 性 領 域 は 、 非 晶 質 ケ イ 素 膜 の 結 晶 化 を 促 進 す る 触 媒 元 素 を 含 ん で お り 、 該 触 媒 元 素 の
濃 度 は 、 該 領 域 の 端 部 の 近 傍 部 分 で 低 く な る よ う 構 成 さ れ て い る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 能 動 領 域 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 は 、 能 動 領 域 の 中 央 部 か ら 端 部 に か け て 連 続 的 に
低 く な っ て い く よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
絶 縁 性 を 有 す る 基 板 上 に 、 結 晶 性 を 有 す る ケ イ 素 膜 が 活 性 領 域 と し て 形 成 さ れ た 半 導 体 装
置 で あ っ て 、
該 活 性 領 域 は 、 能 動 領 域 と 高 濃 度 不 純 物 領 域 と を 有 し 、
該 活 性 領 域 は 、 非 晶 質 ケ イ 素 膜 の 結 晶 化 を 促 進 す る 触 媒 元 素 を 含 ん で お り 、 該 触 媒 元 素 は
、 該 領 域 の 端 部 の 近 傍 で は 、 シ リ サ イ ド 状 態 と し て 析 出 す る こ と な く 、 固 溶 し た 状 態
に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 能 動 領 域 内 に お い て 、 触 媒 元 素 が シ リ サ イ ド 状 態 と し て 析 出 す る こ と な く 、 固 溶 し た
状 態 に な っ て い る 領 域 の 長 さ は 、 該 能 動 領 域 の 端 部 か ら ２ μ ｍ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記
載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 内 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 の 平 均 値 は 、 前 記 能 動 領 域 内 に 含 ま れ
る 触 媒 元 素 の 濃 度 の 平 均 値 よ り も 高 く な っ て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 半 導
体 装 置 。
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【 請 求 項 ６ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 内 に 含 ま れ る 前 記 触 媒 元 素 は 、 高 濃 度 に 不 純 物 を 含 む 結 晶 性 ケ イ 素
膜 中 に シ リ サ イ ド と し て 析 出 す る こ と な く 、 固 溶 し た 状 態 に な っ て い る 、 請 求 項 １ ～ ５ の
い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 能 動 領 域 と 前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 と の 間 に 、 低 濃 度 不 純 物 領 域 が 形 成 さ れ て い る 、 請
求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 能 動 領 域 と 前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 と の 間 に 、 該 能 動 領 域 と 同 程 度 の 濃 度 の 不 純 物 を 含
む オ フ セ ッ ト 領 域 が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 能 動 領 域 の 端 部 近 傍 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 は 、 該 能 動 領 域 の 中 央 部 付 近 に 含 ま れ
る 触 媒 元 素 の 濃 度 の １ ／ １ ０ 以 下 に な っ て い る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体
装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 能 動 領 域 の 端 部 近 傍 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 は 、 １ × １ ０ １ ５ ～ １ × １ ０ １ ７ ａ ｔ
ｏ ｍ ｓ ／ ｃ ｍ ３ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 触 媒 元 素 は 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｏ 、 Ｆ ｅ 、 Ｐ ｄ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｕ 、 Ａ ｕ か ら 選 択 さ れ た 一 種 ま た は
複 数 種 類 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 触 媒 元 素 と し て 、 少 な く と も Ｎ ｉ が 含 ま れ て い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 に は 、 Ｐ 、 Ａ ｓ 、 Ｓ ｂ か ら 選 択 さ れ た 一 種 ま た は 複 数 種 類 の ５ 族 Ｂ
元 素 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 に は 、 少 な く と も Ｐ を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置
。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 に は 、 ５ 族 Ｂ 元 素 に 加 え て ３ 族 Ｂ 元 素 を さ ら に 含 有 す る 、 請 求 項 １
３ ま た は １ ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 に は 、 ５ 族 Ｂ か ら 選 択 さ れ た 元 素 と し て Ｐ を 含 み 、 ３ 族 Ｂ か ら 選 択
さ れ た 元 素 と し て Ｂ を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 に は 、 希 ガ ス 元 素 か ら 選 択 さ れ た 元 素 と し て 、 Ａ ｒ 、 Ｋ ｒ 、 Ｘ ｅ の
一 種 ま た は 複 数 種 類 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 に は 、 前 記 希 ガ ス 類 か ら 選 ば れ た 元 素 と し て 、 少 な く と も Ａ ｒ を 含
ん で い る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 上 に 非 晶 質 ケ イ 素 膜 を 形 成 し 、 該 非 晶 質 ケ イ 素 膜 上 に 非 晶 質 ケ イ 素
膜 の 結 晶 化 を 促 進 す る 触 媒 元 素 を 導 入 す る 触 媒 元 素 導 入 工 程 と 、
該 非 晶 質 ケ イ 素 膜 を 結 晶 化 す る た め の 第 １ の 加 熱 処 理 を 行 っ て 、 該 非 晶 質 ケ イ 素 膜 を 結 晶
性 の ケ イ 素 膜 に 結 晶 化 す る 結 晶 化 工 程 と 、
該 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 の 一 部 の 領 域 に 選 択 的 に ５ 族 Ｂ か ら 選 択 さ れ た 元 素 を 導 入 し 、 高 濃 度
不 純 物 領 域 を 形 成 す る 不 純 物 導 入 工 程 と 、
該 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 に 含 ま れ る 該 触 媒 元 素 を 該 ５ 族 Ｂ 元 素 が 導 入 さ れ た 領 域 に 移 動 さ せ る
た め の 第 ２ の 加 熱 処 理 を 行 っ て 、 該 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 の ５ 族 Ｂ 元 素 が 導 入 さ れ て い な い 能
動 領 域 と な る 領 域 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 を 該 高 濃 度 不 純 物 領 域 に 移 動 さ せ る 移 動 工 程 と 、
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を 包 含 し 、
該 移 動 工 程 の 第 ２ の 加 熱 処 理 は 、 該 能 動 領 域 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 と 該 高 濃 度 不 純 物
領 域 中 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 と が 、 少 な く と も 熱 平 衡 状 態 の 偏 析 状 態 に 達 し な い よ う
に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 上 に 非 晶 質 ケ イ 素 膜 を 形 成 し 、 該 非 晶 質 ケ イ 素 膜 の 一 部 の 領 域 に 非
晶 質 ケ イ 素 膜 の 結 晶 化 を 促 進 す る 触 媒 元 素 を 導 入 す る 触 媒 元 素 導 入 工 程 と 、
該 非 晶 質 ケ イ 素 膜 を 結 晶 化 す る た め の 第 １ の 加 熱 処 理 を 行 っ て 、 該 触 媒 元 素 が 導 入 さ れ た
一 部 の 領 域 か ら そ の 周 囲 の 領 域 へ と 、 該 基 板 表 面 に 対 し て 平 行 な 方 向 で あ る 横 方 向 に 該 非
晶 質 ケ イ 素 膜 を 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 に 結 晶 化 す る 結 晶 化 工 程 と 、
該 横 方 向 に 結 晶 成 長 さ せ た 領 域 の 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 の み か ら な る 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 の 領 域
を 形 成 す る 領 域 形 成 工 程 と 、
該 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 の 一 部 の 領 域 に 選 択 的 に ５ 族 Ｂ か ら 選 択 さ れ た 元 素 を 導 入 し 、 高 濃 度
不 純 物 領 域 を 形 成 す る 不 純 物 導 入 工 程 と 、
該 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 に 含 ま れ る 該 触 媒 元 素 を 該 ５ 族 Ｂ 元 素 が 導 入 さ れ た 領 域 に 移 動 さ せ る
た め の 第 ２ の 加 熱 処 理 を 行 っ て 、 該 ５ 族 Ｂ 元 素 が 導 入 さ れ ず 能 動 領 域 と な る 領 域 に 含 ま れ
る 触 媒 元 素 を 該 高 濃 度 不 純 物 領 域 に 移 動 さ せ る 移 動 工 程 と 、
を 包 含 し 、
該 移 動 工 程 の 第 ２ の 加 熱 処 理 は 、 該 能 動 領 域 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 と 該 高 濃 度 不 純 物
領 域 中 に 含 ま れ る 触 媒 元 素 の 濃 度 と が 、 少 な く と も 熱 平 衡 状 態 の 偏 析 状 態 に 達 し な い よ う
に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 不 純 物 導 入 工 程 を 行 う 際 、 あ る い は そ の 前 後 に お い て 、
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 と 該 能 動 領 域 と の 間 に 、 高 濃 度 不 純 物 領 域 よ り も 低 濃 度 に ５ 族 Ｂ か
ら 選 ば れ た 元 素 が 導 入 さ れ た 領 域 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ９ ま た は ２ ０ に
記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 不 純 物 導 入 工 程 を 行 う 際 、 あ る い は そ の 前 後 に お い て 、
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 と 該 能 動 領 域 と の 間 に 、 ５ 族 元 素 が 導 入 さ れ な い オ フ セ ッ ト 領 域 を
形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ９ ま た は ２ ０ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 移 動 工 程 の 第 ２ の 加 熱 処 理 は 、 加 熱 温 度 ４ ０ ０ ℃ ～ ５ ５ ０ ℃ の 温 度 範 囲 内 で 、 ３ ０ 分
か ら ２ 時 間 に わ た る 処 理 時 間 に て 行 う 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 移 動 工 程 の 第 ２ の 加 熱 処 理 は 、 前 記 基 板 が 第 ２ の 加 熱 処 理 を 行 う た め の 加 熱 処 理 温 度
に 達 す る ま で 、 少 な く と も ５ ℃ ／ 分 以 上 の 昇 温 速 度 で 昇 温 し 、 第 ２ の 加 熱 処 理 が 終 了 し た
後 、 少 な く と も ５ ℃ ／ 分 を 以 上 の 降 温 速 度 で 降 温 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 移 動 工 程 の 第 ２ の 加 熱 処 理 は 、 前 記 絶 縁 基 板 の 平 面 形 状 に 対 し て 概 略 相 似 形 の 断 面 形
状 を 有 す る 炉 心 管 の 中 に 、 該 絶 縁 基 板 の 基 板 面 を 該 炉 心 管 方 向 に 向 け 、 該 炉 心 管 の 内 周 側
面 と 該 基 板 と の 距 離 が 最 小 と な る よ う な 配 置 と な っ て い る フ ァ ー ネ ス 炉 を 用 い て 行 う 、 請
求 項 ２ ３ ま た は ２ ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 基 板 の 平 面 形 状 は 矩 形 状 に な っ て お り 、 前 記 フ ァ ー ネ ス 炉 の 炉 心 管 の 断 面 形 状 は 、 該
基 板 の 平 面 形 状 に 対 応 し て 一 回 り 大 き な 概 略 相 似 形 と な る 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求
項 ２ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 移 動 工 程 の 第 ２ の 加 熱 処 理 は 、 ６ ０ ０ ～ ７ ５ ０ ℃ の 温 度 範 囲 内 で 、 １ 秒 ～ １ ０ 分 に わ
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た る 処 理 時 間 と す る 高 速 熱 ア ニ ー ル 処 理 に よ り 行 わ れ る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い ず れ か に
記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 高 速 熱 ア ニ ー ル 処 理 は 、 ５ ０ ０ ℃ 以 下 の 余 熱 温 度 か ら 、 高 速 熱 ア ニ ー ル 処 理 を 行 う ア
ニ ー ル 温 度 ま で 、 １ ０ ０ ℃ ／ 分 以 上 の 昇 温 速 度 で 昇 温 さ せ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 半 導 体
装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 高 速 熱 ア ニ ー ル 処 理 は 、 タ ン グ ス テ ン － ハ ロ ゲ ン ラ ン プ 、 キ セ ノ ン ア ー ク ラ ン プ 、 Ｕ
Ｖ ラ ン プ 等 を 用 い た ラ ン プ 照 射 、 ま た は 、 前 記 基 板 表 面 へ の 高 温 ガ ス 吹 き 付 け に よ る 加 熱
処 理 を 用 い て 行 う 、 請 求 項 ２ ７ ま た は ２ ８ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 不 純 物 導 入 工 程 を 行 う 際 、 あ る い は そ の 前 後 に お い て 、
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 の 少 な く と も 一 部 に 、 ３ 族 Ｂ か ら 選 ば れ た 元 素 を 導 入 す る 工 程 を さ
ら に 含 む 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 不 純 物 導 入 工 程 を 行 う 際 、 あ る い は 、 そ の 前 後 に お い て 、
前 記 高 濃 度 不 純 物 領 域 の 少 な く と も 一 部 に 、 希 ガ ス 類 か ら 選 択 さ れ た 元 素 を 導 入 す る 工 程
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 ５ 族 Ｂ か ら 選 択 さ れ た 元 素 は 、 Ｐ 、 Ａ ｓ 、 Ｓ ｂ か ら 選 択 さ れ た 一 種 ま た は 複 数 種 類 の
も の で あ る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 ５ 族 Ｂ か ら 選 択 さ れ た 元 素 と し て 、 少 な く と も Ｐ を 含 ん で い る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の
半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 ５ 族 Ｂ か ら 選 択 さ れ た 元 素 と し て Ｐ 、 ３ 族 Ｂ か ら 選 択 さ れ た 元 素 と し て Ｂ を 用 い る 、
請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
前 記 希 ガ ス 類 か ら 選 択 さ れ た 元 素 は 、 Ａ ｒ 、 Ｋ ｒ 、 Ｘ ｅ か ら 選 択 さ れ た 一 種 ま た は 複 数 種
類 の も の を 含 む 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 希 ガ ス 類 か ら 選 択 さ れ た 元 素 と し て 、 少 な く と も Ａ ｒ を 含 ん で い る 、 請 求 項 ３ ５ に 記
載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 触 媒 元 素 は 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｏ 、 Ｆ ｅ 、 Ｐ ｄ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｕ 、 Ａ ｕ か ら 選 択 さ れ た 一 種 ま た は
複 数 種 類 の も の で あ る 、 請 求 項 １ ９ ～ ３ ６ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 触 媒 元 素 と し て 、 少 な く と も Ｎ ｉ を 含 ん で い る 、 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 結 晶 化 工 程 と 行 っ た 後 、 前 記 結 晶 性 の ケ イ 素 膜 に レ ー ザ ー 光 を 照 射 し て 、 そ の 結 晶 性
を 高 め る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 は 、 絶 縁 性 を 有 す る 基 板 上 に 、 結 晶 性 を 有
す る ケ イ 素 膜 が 活 性 領 域 と し て 形 成 さ れ た 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 該 活 性 領 域 は 、 能 動 領 域
と 高 濃 度 不 純 物 領 域 と を 有 し 、 該 活 性 領 域 は 、 非 晶 質 ケ イ 素 膜 の 結 晶 化 を 促 進 す る 触 媒 元
素 を 含 ん で お り 、 該 触 媒 元 素 の 濃 度 は 、 該 領 域 の 端 部 の 近 傍 部 分 で 低 く な る よ う 構 成
さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 は 、 絶 縁 性 を 有 す る 基 板 上 に 、 結 晶 性 を 有 す る ケ イ 素 膜 が 活 性
領 域 と し て 形 成 さ れ た 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 該 活 性 領 域 は 、 能 動 領 域 と 高 濃 度 不 純 物 領 域
と を 有 し 、 該 活 性 領 域 は 、 非 晶 質 ケ イ 素 膜 の 結 晶 化 を 促 進 す る 触 媒 元 素 を 含 ん で お り 、 該
触 媒 元 素 は 、 該 領 域 の 端 部 の 近 傍 で は 、 シ リ サ イ ド 状 態 と し て 析 出 す る こ と な く 、 固
溶 し た 状 態 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ７ 】

両 特 性 曲 線 に お い
て 共 に 、 ソ ー ス ・ ド レ イ ン 間 に １ Ｖ 及 び ４ Ｖ の 電 圧 を 印 加 し た 際 の ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ を 横 軸
と し 、 ド レ イ ン 電 流 Ｉ ｄ を 対 数 ス ケ ー ル と し て 縦 軸 に 示 す 、 Ｔ Ｆ Ｔ の Ｖ ｇ － Iｄ 特 性 曲 線
で あ る 。 図 ７ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） 共 に 、 ２ ４ 点 分 の 特 性 を 重 ね て 表 示 し て い る 。
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　 図 ７ （ Ａ ） は 、 素 子 領 域 の 全 体 に わ た っ て 均 一 な 濃 度 で 触 媒 元 素 を 含 む 従 来 法 に よ り 作
製 さ れ た Ｐ 型 Ｔ Ｆ Ｔ の 特 性 曲 線 を 示 し て お り 、 図 ７ （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造
方 法 に よ り 実 際 に 作 製 し た Ｐ 型 Ｔ Ｆ Ｔ の 特 性 曲 線 を 示 す グ ラ フ で あ り 、
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